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i かくし

　高等学校土木系学科では、私たちの生活基盤である道路、橋、鉄道、トンネ

ル、空港、上下水道などの土木構造物をつくるために必要な測量・設計計算・

施工・製図・ＣＡＤなどを学習します。この学科の就職先は建設関連企業のほ

かに、公務員（土木技術職員）への就職があります。この公務員（土木技術職

員）へ就職するためには、公務員採用試験に合格しなければなりません。一般に、

公務員採用試験は一次試験が筆記試験（教養、専門）、二次試験以降は面接や

適性検査などが実施されます。とりわけ公務員（土木技術職員）の一次試験（筆

記）に合格するためには、土木工学についての幅広い知識が必要です。具体的

には、数学や物理の理系科目に加え、情報技術基礎、測量、土木基盤力学、水

理学、土質力学、土木構造設計、土木施工、社会基盤工学と広い範囲から出題

され、受験する時点ではまだ学習していない内容も含まれており、受験生が独

学で挑戦するには大変な苦労であると考えられます。

　このテキストは、このような受験生に独学にて学習できるようわかりやすい

解説を記述し、このテキストで学習すれば公務員採用試験（土木技術職員）に

合格できるように作成したものです。前編では、土木工学（土木基盤力学、水

理学、土質力学、測量、土木施工、土木構造設計、社会基盤工学）及び情報技

術基礎、数学、物理を第１章から第 10 章まで、問題を章ごとにまとめて解説

を詳しく記述し、理解しやすくまとめました。後編では、東京都職員採用試験

のような記述式の出題に対応した問題を取り上げ、解説を丁寧に記述しました。

　本書も発刊から５年が経過しましたので、見直しを実施しました。現掲載問

題の中から重要問題を残しつつ最近の出題問題より受験対策に必要とされる幅

広い知識を習得するために新傾向の問題を選出し、差し替えあるいは追加掲載

しました。特に、以下の点に重点をおき改訂しました。
　

　①最新の出題問題を取り入れたこと

　②各科目において重要問題を精選したこと

　③東京都職員採用試験は、最近の出題傾向に対応した形式に変更したこと

　④�数学については、問題数を多くして、多様な問題に対処できるように配慮

したこと

はじめに
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iii かくし

　公務員（土木技術職員）をめざす受験生の皆さんは、このテキストで出題分

野の多くの問題に慣れて、解答方法を理解し、合格を目標にして学習して欲し

いと思います。

　最後に、このテキストを有効に活用し、公務員採用試験（土木技術試験）に

合格することを祈願し、筆をおくことにします。

土木職採用試験問題研究会
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本書の説明
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iii かくし

　前編では、国家公務員採用一般職試験（高卒者試験）の試験区分「技術」か

ら、必須問題（数学、物理、情報）と土木系の選択問題（土木基礎力学、水理

学、土質力学、測量、土木施工、土木構造設計、社会基盤工学）の過去出題問

題を 1章から 10 章まで分野ごとにまとめて解説・解答を記述しました。

　後編では、東京都職員Ⅲ類「土木」の採用試験問題を分野ごとに解説・解答

を記述しました。

　各問題の「R3．62」の意味は、令和 3 年度国家公務員採用一般職試験（高卒

者試験）の試験区分「技術・土木」の 62 番で出題された問題です。
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1

　次のA、B、Cは、回転支点、可動支点、固定支点に関する記述である。そ

れぞれに当てはまる記述の組合せとして最も妥当なのはどれか。

A．支点から梁には鉛直反力のみが生じる。

B．支点から梁には水平反力及び鉛直反力が生じる。

C．支点から梁には水平反力、鉛直反力及びモーメントの反力が生じる。

　　　　 回転支点　可動支点　固定支点

　　　１．　A　　　　 B　　　　 C

　　　２．　A　　　　 C　　　　 B

　　　３．　B　　　　 A　　　　 C

　　　４．　B　　　　 C　　　　 A

　　　５．　C　　　　 A　　　　 B

解　説

　支点の構造により、水平方向、鉛直方向への移動、または回転できない場合

に、それぞれ水平反力、鉛直反力、モーメント反力が生ずる。可動支点は、ロー

ラー機構にて水平方向に移動でき、ヒンジ機構にて自由に回転できる。回転支

点は、ヒンジ機構のみ有し、自由に回転できる。固定支点は、梁の端部が他の

構造物等と剛接されるため移動や回転はできない。

答　３．

土木基礎力学１章

　出題：H23.11過去問題-1
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2 １章　土木基礎力学

　出題：H29.61（類題　R3.61）過去問題-2

　図のように、等分布荷重が作用し支点Ａに鉛直反力の生じた梁がある。この

支点Ａの鉛直反力と大きさの等しい鉛直反力が支点Ｂに生じた梁として最も妥

当なのはどれか。

　ただし、梁の自重は無視できるものとできる。
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A

2 kN/m

10 m
B

B
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10 kN10 kN

5 m 5 m

3.
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解　説

　支点に生ずる鉛直反力は、上向きに作用するものとして計算する。

　①　比較元となる、等分布荷重が作用した単純梁の鉛直反力RAを求める。

　　 　等分布荷重の換算荷重P＝20kNは、支間中央に下向きに作用する。こ

のため両支点の鉛直反力は同じ値になる。RA＝10kN（上向き）

　②　１の単純梁　　①と同様に考える。RB＝5kN（上向き）

　③ 　２の単純梁　　 可動支点を支点Aとし、釣合いの３条件から鉛直反力

RBを求める。

　　　　　　　　　　ΣMA＝＋RB×10－10×7－10×4＝0　より　

 RB＝11kN（上向き）

　④　３の張出し梁　③と同様に考える。

　　　　　　　　　　ΣMA＝－10×10＋RB×5－10×5＝0　より　

 RB＝30kN（上向き）

　⑤　４のゲルバー梁　

　　　　 　ヒンジより左側の張出し梁が、ヒンジより右側の単純梁を支持した

構造である。単純梁を支える反力は、①②と同様に考え20kNとなる。

　　　　 　この力を張出し梁のヒンジ部分に荷重として作用させ、③と同様に考

える。

　　　　　ΣMA＝＋RB×4＋20×2＝0　より　RB＝－10kN（下向き）

　⑥　５の片持ち梁　

　　　　 　換算荷重P＝20kNが片持ち梁の中央に下向きに作用する。釣合い

の３条件から鉛直反力RBを求める。

　　　　　ΣV＝＋RB－20＝0　より　RB＝20kN（上向き）　

　これより、大きさの等しい鉛直反力は、力の向きには無関係であるため４の

ゲルバー梁にて生じている。

［別解］　反力の影響線を使うと簡単に反力を求められる。

答　４．
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4 １章　土木基礎力学

　出題：H23.12過去問題-3

　図のような張出し梁に等変分布荷重が作用しているとき、支点Aの反力はお

よそいくらか。ただし、梁の自重は無視する。

１．34kN

２．44kN

３．54kN

４．64kN

５．74kN

解　説

　等変分布荷重を集中荷重に換算し、張出し梁に載荷すると図のようになる。

支点Bにおけるモーメントの力の釣合いから、支点Aの鉛直反力RAを求める。

ΣMB＝RA×16－135×4＝0より

RA＝33.75kN≒34kN

答　１．

15kN/m

A
B C

16m 2.0m

135kN

CBA

12m 4m 2m

RA
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5

　出題：H26.61過去問題-4

　図のように、片持梁に集中荷重と等変分布荷重が作用しているとき、固定端

Aにおける曲げモーメントの反力の大きさはおよそいくらか。ただし、梁の自

重は無視できるものとする。

１．150kN/m

２．200kN/m

３．250kN/m

４．300kN/m

５．350kN/m

解　説

　等変分布荷重を集中荷重に換算する。固定端のモーメント反力を時計回りに

作用すると仮定し、固定端での力の釣合いからモーメント反力MAを求める。

ΣMA＝5×10＋30×（
10
3
）＋MA＝0

MA＝－50－100＝－150kN/m

　MA＝150kN/mは、仮定と逆向き（反時計回り）に作用する。

答　１．

5kN

B

6kN/m

10m

A
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6 １章　土木基礎力学

　出題：R 元 .61過去問題-5

　図のように、単純梁に等変分布荷重を作用させたとき、支点Aに作用する鉛

直反力の大きさはおよそいくらか。

　ただし、梁の自重は無視できるものとする。

１．9kN

２．11kN

３．13kN

４．15kN

５．17kN

解　説

24kN 12kN

3m 6m 3m

6m 1m 5m

RA RB

A B

　支点に生ずる鉛直反力は、上向きに作用するものとして計算する。

　台形を三角形と長方形に分割し、それぞれの換算荷重とその作用位置を求める。

　支点Aの鉛直反力RAは、支点Bにおけるモーメントの力の釣合いから求める。

　ΣMB＝＋RA×12－24×6－12×5＝0　より　RA＝17kN（上向き）　

［別解］　換算荷重の作用位置を間違わないように、三角形のみの換算荷重を載

せた場合と、長方形のみの換算荷重を載せた場合について、それぞれの鉛直反

力RAを求め重ね合わせてもよい。

答　５．
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　出題：H30.61過去問題-6

　図のように、静定ラーメンに集中荷重が作用したとき、支点A、Bに生じる

鉛直反力RA、RBの大きさの組合せとして最も妥当なのはどれか。ただし、部

材の自重は無視できるものとする。

　　RA　   RB 

１．1kN 　5kN 

２．2kN 　4kN 

３．3kN 　3kN 

４．4kN 　2kN 

５．5kN 　1kN

解　説

　支点に生ずる鉛直反力は、上向きに作用するものとして計算する。

　支点Aの鉛直反力RAは、支点Bにおけるモーメントの力の釣合いから求める。

　ΣMB＝＋RA×6－6×2－3×4＝0　より　RA＝4kN（上向き）　

　支点Bの鉛直反力RBは、支点Aにおけるモーメントの力の釣合いから求める。

　ΣMA＝＋6×4－3×4－RB×6＝0　より　RB＝2kN（上向き）

答　４．

6 kN

3 kN

4 m

BA

4 m

2 m
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8 １章　土木基礎力学

　出題：R2.61過去問題-7

　図のように、梁に鉛直集中荷重P、2Pと水平集中荷重3Pがそれぞれ作用し

ているとき、支点Aに作用する鉛直反力の大きさとして最も妥当なのはどれか。

　ただし、梁の自重は無視できるものとする。

１．3P

２．
7
2

P

３．4P

４．
9
2

P

５．5P

解　説

　支点に生ずる鉛直反力は、上向きに作用するものとして計算する。

　支点Aの鉛直反力RAは、支点Bにおける鉛直集中荷重P、2Pと水平集中荷

重3Pのモーメントの力の釣合いから求める。

　ΣMB＝＋RA×4L－P×2L－2P×2L－3P×2L＝0

　より　RA＝3P（上向き）　

答　１．

L

L L

L

P

2P

3P

2L

A B

2L
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　出題：H20.12過去問題-8

　図のように、片持梁に集中荷重が作用しているとき、点Cに生じるせん断力

と曲げモーメントの値はおよそいくらか。ただし、梁の自重は無視する。

　　　　　せん断力　　　　曲げモーメント

１．　4.0kN　　　　　 －60kN/m

２．　6.0kN　　　　　 －40kN/m

３．　6.0kN　　　　　 －60kN/m

４．　10kN　　　　　 －40kN/m

５．　10kN　　　　　 －60kN/m

解　説

　片持ち梁は、自由端から計算すれば、反力の計算をしなくても内力を計算で

きる。梁の右側から左側へ向かい計算する場合、せん断力は下向きの外力を正

とし、曲げモーメントは、反時計回りを正として計算する。

　SC＝＋10kN

　MC＝－10×4＝－40kN/m

答　４．

A BC

10kN

6.0m 4.0m
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10 １章　土木基礎力学

　出題：H25.61過去問題-9

　図のように、単純梁に鉛直方向の集中荷重が作用しているとき、曲げモーメ

ント図の概形として最も妥当なのはどれか。ただし、梁の自重は無視する。

1.

3.

5.

2.

4.

解　説

　単純梁の曲げモーメントは、両支点で０となる。また、荷重が作用していな

い区間の曲げモーメント図は、三角形または台形となる。集中荷重が作用する

点で、曲げモーメント図は線が折れる。

答　１．
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　出題：H23.13過去問題-10

　図のように、単純梁に鉛直集中荷重が加わっているときの梁にかかる曲げ

モーメントの大きさの最大値はおよそいくらか。

１．77kN/m

２．82kN/m

３．87kN/m

４．92kN/m

５．97kN/m

解　説

　可動支点をA、回転支点をBとし、ΣMB＝0より、可動支点の鉛直反力RAを

求める。

ΣMB＝RA×9－30×6－40×2＝0　これより、RA＝
260
9

kN（28.9kN）となる。

　単純梁では、せん断力の符号が正から負に変化する点にて最大曲げモーメン

トが生ずる。せん断力を、梁の左側から右側へ向かい計算する場合、上向きの

外力を正として計算する。荷重30kNの位置のせん断力は、28.9－30＝－1.1kN

と負のせん断力となり、この位置で最大曲げモーメントが生ずる。したがって、

以下のように求められる。

Mmax＝
260
9

×3＝86.7kN≒87kN

［別解］　単純梁に集中荷重が作用する時の曲げモーメントは、集中荷重が作用

する位置で、曲げモーメント図の線形が折れ曲がる。問は荷重が2つしかない

ので、集中荷重30kN、40kNの位置でそれぞれ曲げモーメントを求め、数値を

比較してもよい。

答　３．
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12 １章　土木基礎力学

　出題：H27.61過去問題-11

　図のように鉛直荷重が作用してい

る単純梁がある。支点Aにおける反

力の影響線と、支点Aにおける反力

の大きさの組合わせとして最も妥当

なものはどれか。ただし、梁の自重

は無視する。

影響線 反力

基準線
1.

2.

3.

4.

基準線

基準線

基準線

基準線5.

20kN

2m 2m

0kN

80kN

20kN

240kN

40kN/m

△ △
A

＋　

＋

－

＋

＋

＋

－
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13

解　説

　支点Aの反力をRAとして、ΣMB＝0

から支点Aの反力の影響線を求める。

ΣMB＝RA× l－P×（l－x）＝0

RAについて展開し、P＝1を代入して

式を整理すると、RA＝1－
x―l を得る。

　x＝0のとき　RA＝1

　x＝ lのとき　RA＝0

を図示し、支点Aの反力の影響線を得

る。

RA＝等分布荷重の大きさ×分布荷重

の範囲における影響線面積

　　　　＝40×
2×0.5

2
＝20kN

答　１．

x
P=1

BA

l

RA

1
RA

40kN/m

BA
2m

1
0.5

2m
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